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学

課隊務
親

総

Π
旧
ｕ□

構
態
大
学
で
球
、
売
技
生
の
現
体
み
の
疑
臨
を
中
心
に
、
ゼ
◇
◇
７
年
大
学
入
学
を
志

望
す
る
拷
族
■

・
保
護
者
等
を
対
象
と
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
バ
ス
が

一権
積
キ
ャ
ン
パ

ス
卓
で
認
雀
挙
れ
、
多
く
の
分
叛
者
で
一′一ざ
わ

っ
井
生

オ:j売 ;:麦 ライ
=ラ

うr争

法
学
部
、

経
営
学
幕

一経
営

，

構

線

管

一坤
一
‘
デ』一ン

洛ヽ

ス

伶

薗
）
を
対

れ今
Ｉ
ユ子丼生

コ
・４
ヴ‐
．ブ′

ン

， キ
ャ

ィヽサ

八
ス
」
が

橡
積
キ
ャ

ン
パ
ス
で

開
律
さ
れ

，だ
（ャ射
恭
外

か
ら
多
く

の
再
校
生
、
・

保
護
者
ち

・

Ｖ

理

・
輩

が
来
学
与
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
た
ヶ
よ
↓や
本

学
維
介
ゝ
長
坂
学
長
の
挨
拶
ヘ

体
較
学
省
、
入
試
洸
鳴
会
、
ラ

ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
な
〓
に
参
貌

Ｌ
、
大

い
に

一繊
類
大
学
一
を

体
感
ひ
た
ラ

然
教
学
習
で
は
、
高
校
■
に

も
身
近
な
テ
…
マ
で
あ
る

中放

Ⅵ
景
縦
疫

っ
て
な
あ
に
つ
と
、

「薪
さ
れ
な

い
た
め

の
心
理

学
生
、
「恋
宿
Ｆｉ
手
は
仕
事
も
で

き
ク£
、
「
ス
ホ
ー
フ
選
手
の
収

入
態
な
ぜ
多

い
？
一
な
ど
の
議

義
を
体
跛
Ｌ
、
ラ
ン
チ
バ
イ
キ

ン
グ
で
は
、
在
学
生
の

，
大
学

生
活
を

エ
ン
ジ

耳
イ
す
る
方

法
」
な
ど
の
話
題
煙
花
が
咲

い

て
い
た
３

な
お
、
今
年
か
ら
学
外
の
体

育
施
設

・
賂
癌
村
上
記
念
病
院

の
見
学
も
行
わ
れ
、
本
学
を
よ

り
避
経

い
た
だ
け
る

「
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
準
と
な

っ
た
。

歯
学
導
を
対
象
と
し
た

「体

談
入
学

一が
開
催
さ
れ
、
〈
ｉ
目
各

地
か
ら
歯
学
部
へ
の
入
学
を
日

指
す
高
校
と
、
保
護
者
が
本
学

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
施
設
設
備

等
の
説
明
任
耳
を
傾
け
た
。

施
駿
案
内
で
は
、
歯
学
系
実

習
室
、
貯
属
病
院
、
隠
書
館
等

を
見
学
、
担
当
教
員
か
ら
各
施

設
の
利
用
説
明
な
ど
の
一
安
τ
蘭

き
、
模
焼
実
胃
で
は
、
一ダ
ミ
ー

人
影
」
を
使

っ
て
参
加
者
が
実

始
難
歯
を
漑
り

「歯
科
治
療
』

を
実
体
験
し
た
。

未
来
の
斎
登
揆
姉
た
ち
は
、

朝
目
大
学
の
歯
学
教
育
を
体
験

し
、
議
科
撫
締
を
目
指
す
裁
持

ち
が
よ
り
強
く
な

っ
た
よ
う
で

あ

っ
た
ｃ

一日歯科医師を「ダミー人影』で体験

お
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地
域

や
職
場

な
ど

に
は
そ
れ

ぞ
れ

の
仕
場
様

テユ孝アブ
あ

る
。
こ
の

で
は
、
井
儀

は
町
内
会
が
取

り
仕
切
る
事
が
多

い
と
坤
く
ｃ

あ
る
地
域
で
は
本
家
の
生
が

と
く
な

っ
た
と
き
な
分
家
筋

の
方
々
が
総
施
で
本
家
の
鉢

取
り
の
仕
切
に
徒
う
ё
筆
者

の
育

っ
た
Ｌ
こ
ろ
で
は
葬
筏

な
親
族
の
代
表
が
仕
切
る
。

耀
癖
会
ど
こ
ろ
か
燐
人
だ

っ

て
特
冽
に
親
し
く
な
け
れ
ば

療
す
ら
熟
さ
な

い
。
こ
の
大

学
に
来
て
、
貌
員
の
、
聴
為

の
募
後
の
た
め
体
喉
を
取
り

た

い
た

い
う
坤
し
たこ！手
た
は
些

か
驚
か
さ
れ
た
っ
夏
の
高
校

野
求
め

地
系
予
遊
を
見
体
行

っ
た
。
応
援
席

で

一
部
の
父

将‐
の
方
々
が
わ
れ
わ
れ
観
客

に
冷
た

い
お
奈
く
ば

り
を
や

っ
て
く
れ
た
◆
試
今
開
始
前

だ
け
か
と
思

っ
た
ら
ひ

っ
き

り
な
じ
拒
ジ

エ
，
ス
や
か
ち

み
り
な
ど
を
妃

っ
て
い
る
。

応
援
ど
こ
ろ
か
試
合
を
え
て

い
る
暇
が
ま

っ
た
く
な

い
の

で
あ
る
．
わ
が
子
に
声
援
の

一
つ
も
送
り
た

い
だ
ろ
う
距
。

弟
恭
な
ら
場
内

の
自
販
機
で

買
え
る
。
こ
れ
で
は
戦
前
の

滅
私
奉
公
で
は
な

い
か
。
こ

ん
な
時
こ
そ
誰
か
が
う
ま
く

仕
切

っ
て
や
れ
ば

い
い
の
に
。

はなみずき
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↑

Ｆ
Ｄ
活
動
推
進
委
員
会
が
守

心
Ｌ
な
り
、
毎
年
実
施
し
て
い

る
授
業
改
善

め
た
め
の
調
査

「犠
髪
理
解
笈
ア
ン
ケ
ー
ト
」

が
、
本
年
度
か
ら
前
学
期
の
全

学
部
学
年
の
授
業
科
目
を
対
象

本
学
歯
学
部
で
は
、
毎
年
夏

季
体
業
期
間
等
を
利
用
し
学
生

の
海
秀
研
修
派
遣
が
行
わ
れ
て

い
る
。

派
遣
拒
あ
た
り
を
行
会
が
開

催
さ
れ
、
海
外
研
修
に
参
加
す

る
学
生
た
ら
は
研
修
先
で
の
各

種
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
権
な
い
を

地
せ
、
期
待
雄
胸
を
膨
ら
ま
せ

て
い
た
◇

本
年
度

の
歯
学
部
海
分
研
修

は
、
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
の
ト
ゥ
ル

ク
大
学
、
中
自
の
北
一承
大
学
暉

腔
医
学
院
及
び
第
姻
年
基
大
学

に
実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
同
調
全
な
後
学
期

（学
年
末
）
に
の
み
実
姥
さ
れ

て
い
た
が
、
授
業
改
善
を
よ
り

推
進
さ
せ
る
観
点
か
ら
年
２
同

の
実
施
に
改
め
ら
れ
た
Ｇ

後
学
鶏
の
周
）／
ン
ケ
ー
ト

乾
月
中
旬
か
ら
１
月
上
旬
た
か

け
て

「各
授
業
時
瑚
準
様
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

な
お
、
授
業
理
解
度
ア
ン
ケ

ー
ト
の
憲
か
に
、
授
業
の
角
容

ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
オ
ル
エ
ア

入
学

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
、
テ
キ

サ
ス
大
学
サ
ン
ア
ン
ト

」
オ
校
、

ア
ラ
バ
マ
入
予
デヾ

１
ミ
ン
グ

ハ

ム
校
、
メ
キ
シ
と
の
メ
キ
シ
ョ

猫
立
自
治
大
学
の
４
カ
ロ
７
大

学
で
行
わ
れ
、
来
年
３
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
中
厨
第
四
軍
医

大
学
で
の
研
修
を
除
き
、
８
月

末
ま
で
に
錘
掌
終
了
、
将
来
の

薄
科
夏
た
ち
に
と

っ
て
実
り
多

い
海
外
研
修
と
な

っ
た
。

な
お
、
詳
細
な
研
修
報
告
は

次
号
を
予
定
。

朝
日
入
学
法
学
部
の
籍
置
研

究
所
で
あ
る
法
観
研
究
所
が
共

雀
し
た

「経
営
者
労
務
管
理
セ

及
び
方
法
の
改
善
を
図
る
た
め

の
取
組
み
と
し
て

「教
員
の
相

互
授
業
参
観
」
の
実
施
や

一
Ｆ

Ｄ
教
員
耕
修
〈
姦

の
開
催
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。

抵
絲

オ

ミ
ナ
ー
」
が
県
民
ふ
れ
あ
い
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
御
妓
皐
暴

労
働
基
準
協
会
連
合
会
な
ど
が

主
催
、
懐
呈
万
働
局
な
ど
が
後

接
し
て
開
催
さ
れ
る

「労
務
管

理
実
務
講
座
れ
で
、
本
学
か
ら

も
法
観
研
究
所
長
の
糧
逸
舒
吾

法
学
部
教
授
が

「労
働
契
約
法

純
と
佃
別
労
使
紛
争
の
処
理
」

と
題
し
て
講
演
を
行

っ
た
っ

参
加
し
た
労
務
管
理
者
た
ち

は
、
今
後
の
労
働
実
務
に
役
立

て
よ
う
と
真
剣
な
操
斉
し
で
セ

ミ
ナ
ー
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

今
後
、
同
研
究
所
の
地
域
社

会
と
の
連
携
が
ま
す
ま
す
期
待

さ
れ
る
Э

タ

雀
さ
れ
た
も
の
で
、
講
節
か
ら

は

一科
学
研
究
費
総
助
金
絨
度

の
現
状
と
応
募
に
係
る
留
意
点

に
つ
い
て
４
と
題
し
た
研
究
踏

（教
員
）
に
と
つ
て
は
大
変
興

殊
深
く
、
ま
た
、
参
考
と
な
る

講
演
が
行
わ
れ
た
。

今
後
本
学
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
そ
れ
ぞ
れ
の
学

術
分
野
に
お
け
る
研
究
活
動
の

推
進
が
は
か
ら
れ
る
と
共
に
、

「科
学
研
究
費
描
場
金
」
の
採

択
件
数
が
増
加
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
っ

ノ

日本学術振興会の講自語の講演に熱心モこ耳を傾ける本学教員

歯学部長から桂行の言葉を受ける研修生たち
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経
営
学
部
経
営
学
科
ゝ
情
報

管
理
学
科
で
は

「教
養
漢
習
一、

「英
語
」
、
「キ
ャ
リ
ア
演
習
エ

の
各
科
日
に
お
い
て
受
講
生
推

学
外
の
資
格
試
験
等
の
受
験
を

義
務
づ
け
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

に

「
麟
本
語
文
章
能
力
検
をと
、

冒
０
画
牌①
」
、
「
再
○
落】
命

働
ユ

住
後
と
、
「照
○
∽

（＜
，
ё
る
や

◇

鍮
一
命
◆
　

∽
０
０
〇
一伊
〓
∽
お
〈
電
く

◇
寿
υ
￥

検
定
」
、
「ビ
ジ
ネ
ス

能
力
塗
煙
、
一販
牽
〓
捺
空と
、

「パ
ソ
コ
ン
ネ鋒
弄

な
ど
を
受

験
し
た
。

特
に

「キ
ャ
リ
ア
演
顕星

の

授
業
科
目
に
お
い
て
な
経
善
専
写

料
４
コ
ー
ス
、
情
報
管
理
学
科

３
ヨ
ー
ス
の
各

コ
ー
ス
が

一，日

指
す
資
格
‐
を
受
験
す
る
こ
と

に
な

っ
て
お
り
、
資
格
の
合
格

が
科
思
の
単
笠
認
定
と
直
結
す

る
だ
け
に
、
学
生
は
日
頃
の
勉

強
の
成
果
が
実
る
よ
う
宣
斜

盛

麗
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

な
お
、
後
学
期
蕉
予
定
さ
れ

て
い
る
資
格
試
験
等
は
姥
病
か

ら
来
年
１
月
に
か
け
て
実
施
さ

幾

れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

食

験
着
数
〉

日
本
語
文
章
能
力
検
〓だ
　
１３５
名

Ｍ
ｏ
Ｓ
検
定

（６
月
）
　

２。
名

Ｍ
Ｏ
Ｓ
検
定
（７
，８
月
）
８８
名

ビ
ジ
ネ
ス
能
力
検
定
　
　
５．
名

販
売
士
検
定
　
　
　
　
　
２８
名

パ
ソ
コ
ン
検
定
　
　
　
　
１８
名

構
０
理
⇔
　
　
　
　
　
　
ｎ
名

嗚
ｏ
霞
①

“
ユ
盈
ｏ
　

博
名

経
営
学
部
の
教
員

ヽ
学
生
で

構
成
さ
れ
て
い
る

一朝
日
大
学

経
営
学
会
一
の
役
員
会
並
び
に

総
会
が
蕗
催
さ
れ
た
。

経
営
学
会
の
今
年
度
の
主
な

活
動
と
し
て

神経
営
勢
理
査
、
学

部
広
報
誌

幸
フ
オ
ー
ラ
ム
準
の

発
行
、
さ
ら
に
本
年
設
立
１５
年

の
節
目
の
年
を
遵
え
る
こ
と
か

ら
、
記
念
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
た
。
総
会
で
は

の
海
外
研
修
権
塾
発
す
る
。

現
逸
で
の
美
会
議
を
は
じ
め

様
々
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体

に
役
立
て
よ
う
と
企
画
さ
れ
た

学
外
研
修
で
あ

っ
た
。

参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、
ラ

記
念
事
業
握
当
者
が
径
命
さ
れ

現
在
、
具
体
娩
な
内
容

（記
念

式
典
、
記
念
見
学
会
、
記
念
晶

の
配
布
な
ど
）
に
つ
い
て
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

験
し
、
国
際
未
来
社
会
を
切
り

開
く
人
材

へ
と
成
長
す
る
こ
と

が
競
待
さ
れ
る
。

フ
テ
イ
ン
グ
体
験
で
こ
れ
ま
で

以
上
に
進
帯
感
を
高
め
た
築
う

で
あ

っ
た
。

‐  ‐ ェ:ゝマ革|貯
か
‐
・ が    …… `

攘

２
◇
◇
６
年
笈
経
営
学
部
短

簸
海
外
研
修

（鶴
修
先
確
Ｕ
Ｃ

Ｌ
Ａ
）
派
遣
学
生
の
選
考
が
行

わ
れ
、
応
募
者
の
中
か
ら
、
成

績

・
提
出
レ
ポ
ー
ト

・
面
装
な

ど
に
よ
り
派
遣
学
生
蛉
名
が
選

魅
さ
れ
た
。
為
訳
は
紆
首
学
科

５
名
、
情
一避
冨
理
学
科
３
名
、

ビ
ジ
ネ
ス
企
画
学
科
２
名
で
あ

経
営
挙
蔀
ビ
ジ
ネ

ス
企
薦
学

科
で
は
、
学
外
研
修
の

一
環
と

し
て

コ
ア
フ
テ
イ
ン
グ
」
を
徳

験
し
た
。

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
チ
‥

ム
で
ボ
ー
ト
に
乗
り
河
川
を
下

る
ス
ポ
ー
ツ
で
、
チ
ー
ム
ヮ
ー

り
、
そ
の
中
に
は

叫
２
０
０
５

年
度
暴
礎
教
育
替
層
成
績
優
秀

者
」
３
名
が
含
ま
れ
て
い
る
。

今
後
、
学
内
で
の
各
種
ガ
イ

ダ
ン
ス
や
諮
手
続
を
終
え
た
派

遣
学
生
た
ち
は
、引
率
教
員
（経

営
学
科
嘘
地
真
太
郎
助
教
授
）

と
共
は
夏
季
体
業
期
間
中
に
約

３
遺
聞
の
用
程
で
ア
メ
リ
カ
ヘ

ク
が
不
可
欠
な
競
技
。

今
回
の
研
修
は
、
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
を
通
じ
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
重
要
性
を
容
感
、
組
織
に
よ

る
共
周
作
業
を
疑
似
体
験
す
る

こ
と
に
よ
り
、
学
生
間
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
謝
ン
能
力
の
向
上

「パソコン検定」に取り組む学争_

スリル満点のラフティングを体験

甕嚢
羹
華嚢
鎮
嚢

目

ぽ
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本
年
４
月
か
ら
、
法
観
疫
化

在
伴

い
、
朝
爾
大
学
歯
学
部
附

屈
病
院
に
控
客

の
研
修
医

（臨

床
研
修
歯
科
盤
翻
）
の
受
け
入

れ
を
行

っ
た
。
そ
の
俳
修
の
場

Ｌ
し
て
、
本
院
４
階
矩

一講
義

雲
■

多
目
約
室

・
カ
ン
フ
ア
レ

ン
ス
ル
ー
ム
」
牛
が
設
母
さ
れ

た
，
真
新
し
い
研
修
施
設
で
、

研
修
狂
た
ち
が
猛
談
と
な
新
修

指
導
医
及
び
先
筆
ス
タ
ァ
ツ
柱

導
か
れ
、
と
年
間
命
充
交
し
た

研
修
を
積
み
、
す
が
ら
し
い
歯

科
医
師
ｒ
戒
長
す
る
と
と
が
理

待
さ
れ
る
。

ま
た
、
鋒
属
病
院
で
は
、
一連

動
療
法
主

，
言
語
療
法
室
一
が

新
た
紅
駿
秦亀
さ
れ
た
◆

「達
勤
療
法
室

ア
い
は
、
大
型

ト
ン
，
エ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
が
癌

意
さ
れ
て
お
り
、
ぬ
養
医
師
の

診
新
に

，お
い
て
発
行
さ
れ
た
建

勤
処
方
揮
疼
づ
き
、
管
理
指
導

士
の
指
導
の
も
と
、
毎
遇
月
曜
，

金
轄
Ｂ
在
、
生
活
習
要
病

（鯉

茂
、
緒
尿
癌
、
高
虚
庄
、
蔦
脂

血
症
、
高
尿
酸
ぬ
症
）
の
予
防

と
治
療
を
行

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
事
博語
療
法
主
一
に

お
い
て
は
、
一言
語
穂
覚
と
の
指

遭
すの
も
と
、
言
語
簿
等
拒
儀
ま

れ
て
い
る
患
者
様
の
言
語
訓
練

等
を
隔
遍
主
耀
周
に
行

っ
て
い

る
。

本
学
体
育
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

郡
の
伊
藤
祐
樹
選
手

（情
報
管

理
３
年
）
が
よ、
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
２

マ
ニ
ュ
ア
ル
年
に
基
づ
き
副
線

を
実
施
し
た
。

今
回
の
消
防
訓
練
な
、
１５
警

に
本
院
７
階
の
南
東
物
崩
保
生こ

庫
か
ら
出
入
し
た
こ
と
を
想
定

し
、
た
だ
ち
に
７
階
の
夜
勤
看

護
郊
が
坂
場
に
直
行
、
現
場
確

認
後
、
防
災
セ
ン
タ
ユ
ヘ
逃
報

す
る
こ
と
か
ら
開
始
さ
れ
た

院
角
緊
急
放
送
に
よ
り
現
場
に

駆
け
つ
け
た
各
踏
の
看
護
職
長
、

菫
直
医
師
、
当
雹
放
射
線
技
節

が
各
役
割
に
よ
り
鳩
火
活
動
、

避
錐
誘
導
等
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

そ
っ
て
行
う

一
方
、
１
階
で
な
、

事
務
当
直
者
が
院
外
関
係
職

´
員

Ｏ
０
６
年
度
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

強
化
指
定
選
手
拒
認
定
さ
れ
た
ぶ

本
学
で
強
化
指
定
選
手
の
認
定

を
受
け
た
者

（卒
業
生
も
含

む
。）
は
、
今
回
で
４
人
層
と
な

る
。強

化
指
定
選
手
の
認
定
な
、

々
塁
叛
技
題
外
か
ら
推
南
さ
れ
た

者
か
ら
厳
五
な
選
考
の
う
え
認

定
さ
れ
、
各
競
技

・
種
厨
ご
と

の
人
数
ほ
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
競
技

大
会
参
加
耳
能
数
の
原
則
と
し

へ
の
連
絡
、
防
災
セ
ン
タ
ー
戦

員
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
な
ど

本
番
さ
な
が
ら
の
消
防
訓
練
と

な

っ
た
。

生
需
後
、
防
災
対
策
委
い具
パ

委
員
長
か
ら
の
総
評
が
あ
り
、

い
く
つ
か
の
問
題
占
ば
錯
補
さ

れ
た
が
、
こ
れ
ら
を
今
後
の
訓

練
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
か
え
る
。

ま
た
、
消
防
訓
練
感
繰
り
返

て
２
倍
以
ぬ
と
姦

っ
て
い
る
。

強
化
指
定
選
手
は
、
定
触
約

に
健
康
診
断

・
体
力
測
定
等
の

管
理
体
制
の
も
と
、
強
化
活
動

に
必
要
な
コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ツ

フ
や
医

，
科
学
ス
タ
ッ
フ
か
ら

の
総
合
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

受
け
る
と
共
に
、
国
内
外

へ
の

強
化
合
宿
や
海
外
遠
征
に
参
加

す
る
こ
と
と
な
る
。
北
京
オ
リ

ン
ピ

ツ
ク
に
向
け
て
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
ｃ

し
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
こ
れ
に
よ
り
職
員
の
防
災

意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。

確
癌
村
上
記
念
病
院
で
な
、

〈
ｆ後
も
い
ろ
い
ろ
な
状
況
を
想

定
し
た
訓
練
を
実
施
し
、
あ
ら

ゆ
る
事
態
に
備
え
た
万
金
な
対

策
を
行

？

と

に
よ
り

電

域

か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く

り
年
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。

拝

,

重

身
彬
,

″

と
,

サ

r

撃
漂
燦
ａ
生
週
間
陶
終
蹴
鴎
溜
実
施
抑

靱
田
大
学
歯
学
部
船
癌
病
焼

及
び
賄
狐
村
■
記
念
茄
立

の
２

病
院
に
お

い
て
工
歯
の
衛
生
混

謝
」
控
令
わ
せ
幣
家
澪
勤
を
実

施
Ｉ
た
年

今
年
は
、
小
児
歯
科
が
担
当

し
、
一
日
の
中
を
読
べ
よ
う

！
一

を
テ
ー

マ
在
、
距
測
定
器
を
使

い
虫
歯
に
な
り
に
く

い
睡
液

の

力
を
開
べ
た
り
、
位
穂
差
額
微

缶
を
利
森
■
、
虫
れ
の
原
限
Ｌ

な
る
藤
の
中
の
組
白
を
観
市祭
し

た
り
、
一工
た
、
一，子
ど
も

の
歯
の

線
談

望
―
ナ
‥
・・一
を
設
け
、
多 購属病院肉に設置された講義室

朝
層
大
学
麓
学
幕
附
屈
村
ｉ

記
念
病
院
で
な
、
消
防
法
に
基

づ
き
年
２
霞
の
消
防
譲
練
を
実

施
‥
そ・́て
い
る
。

施
摩
な
、
大
規
模
災
害
時
を

怒
定
し
た
一下

リ
ア
，
ブ
訓
鰹

数
の
相
談
を
受
け
た
争

ま
た
、
観
例
Ｌ
な

っ
て
い
る

一苗
の
衛
生
を
呼
び
か
け
る
啓

発
ポ
ス
タ
ー
農
」
を
瑞
穂
市
内

の
小
学
校
か
ら
ポ
ス
タ
ー
を
募

兵
争
、
魏
律
～
た
．

今
年
な
、
市
ぬ
今

て
の
小
学
校

⌒７

校
）
か
ら
応
募
の

あ

っ
た
計
観
点
の

作
轟
が
院
内
に
展

示
さ
れ
た
◆
各
小

学
校
の
選
考
を
雑

て
畠
贔
さ
れ
た
作

品
様
、
学
校
対
抗

ガ
チ
ン
を
バ
ト
ル

さ
な
が
ら
、
ど
れ

を
実
施
し
、
今
回
な
、
夜
間
に

火
災
が
発
生
し
た
場
合
緯
数
少

な
い
職
長
で
い
か
に
入
院
患
者

様
を
避
難
誘
導
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
を
本
院
で
作
成
し
て
い

る

「夜
闇
火
災
発
生
時
の
対
応

も
力
作
揃

い
で
、
「歯
を
大
切

に
市
「歯
を
み
が
こ
う
」
な
ど
カ

ラ
フ
ル
な
色
彩
れ
は
児
童
の
感

性
豊
か
な
表
現
方
法
が
ち
り
ぼ

め
ら
れ
て
い
た
。

熱
『菰
壌
義
選
難
塚
構
牲
幅
窪
選
姦

磨
訟
遷
報
報

相談コーナーで多くの相談を受ける

ボスター展でみごと入賞されたみなさん

入院患者様を搬送する医療スタッフ
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韻
濃

韻

或

蔭

飛

潔

Ｋ

と
の
た
び
鱒
態
本
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会

（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
か
ら

本
学

へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

ど
Ｏ
Ｃ
で
は
２
０
０
４
年
度

か
ら
ス
パ
ー
ツ
支
援
を
継
続
的

ｔ
ヽ
二
編

つ
て
い
る
等
、
多
年

， 生
わ

た
り
わ
が
層
の
風
ぬ
競
技
方
向

一　

用
本
武
逮
館
で
開
催
さ
れ
た

上
に
待
に
貢
献
し
た
一錮
体

（企
　

「第
褥
園
介
爆
小
学
生
棄
遺
優

業
、
大
学
、
ク
ラ
ブ
な
ど
）
の
一
跡
大
会
一
任
お
い
デゝ

本
学
終

栄
者
を
讃
え
る
こ
と
を
目
的
と

皇
鞘
会
茶
遠
那

⌒女
子
）
が
強
豪

し
衣
彰
を
行

っ
て
い
る
。　
　
　
一
校
の
天
理
大
学
を
破
り
、
今
層

本
学
は
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ス
ポ
ー
フ
■
人
会
で
の
ベ
ス
ト
お
入
り
を
来

賞

一ト
ッ
プ
ア
やふ
［
フイ
ｋ
与

ポ

■
一
４
）

―
卜
賞
一
年
公
募
、
一‐ト
ッ
プ
ア
一
　
周
大
ム
【
へ
の
熟
場
は
、
今
年

ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
賞
」
ま
で
一芸
て
３
層
目
゛
こ
れ
ま
で
強
一一
含
τ

|

;

|

ｒ
…・‥
女
至
ら
な
か
↓
た
ち
の
の
、　
■
；
す
１
，
―

京
驀
角
層
町
競
輪
場
で
行
わ

れ
た

一第
磁
園
西
麺
本
大
学
対

抗
翼
手
権
白
転
ヰ
競
技
大
会
」

〓
お
い
て
、
本
学
体
育
会
白
転

車
競
技
都
が
初
優
跡
の
栄
冠
柱

癖
い
た
ハ．

体
育
会
の
発
足
Ｌ
Ｌ
も
に
、
体

育
施
設
″
・充
実
さ
せ
る
と
共
矩

選
手

・
機
導
者
が
題
際
大
会

ヘ

農
場
す
る
な
ど
国
際
競
技
力
の

相
手
煙
突
破
で
き
な

か
つ
た
と
露
戦
の
壁

を
見
事
打
破
し
、
２

回
戦

へ
と
駒
を
進
め

井
生ｃベ
ス
ト
３
を
か
け

た
大
　
番
で
は
、
措

し
く
も
感
本
大
学
と

の
対
職
で
敗
れ
た
も

の
の
、
今
後
の
同
郡

の
活
躍
に
は
大
い
に

期
待
が
か
か
る
（

「ト
ラ
フ
ノ
種
目

９
軽
ｇ
一
の
総
合
得

点
で
争
う
西
層
木
イ

ン
カ
ン
で
４
種
漏
優

勝
、
４
種
目
準
優
勝
、

３
種
薄
３
位
入
寅
等

の
成
績
を
収
め
、
み

ご
Ｌ
総
合
優
務
を
手

時
に
収
め
た
。

今
後
球
、
昨
年
総

合
一◆
位
入
賞
と
な

っ

た

一全
薦
本
イ
ン
カ

レ
一
で
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
。

向
上
に
努
め
て
き
た
こ
と
に
対

し
感
謝
状
が
贈
ら
れ
る
こ
Ｌ
と

な

っ
た
も
の
で
あ
る
し

今
後
の
鶉
恩
大
学
体
育
会
の

活
躍
に
期
待
を
。

常稼」OCか ら罐られた感課状

園礁l饉轟

ベスト16入 りを果した柔適部員圧倒的な強さでの入賞ラッシュ

0
てミIチ21,'

黙 舞療

鋼 職入学 宏

費学 は違年'芳蜂多静ヽ
.庁

fう独化

活すねに際しわ J愛塊嘘紳熊

理と活動燕ミをえた固降線簿

9熟ktt ttkみてこうれ奮した

ここに
'療

くな耕この患を永ι
=す

手八 13年 6澪 ガ寅

麹 溶 調 本ォ,ン‐夕裏貢介     ′

_£与ィイ!}I.|「ィ主筵
藤

車

◆2006年度 体育会強化種目活動状況◆
クラブ名 大会名 時催霞 試 合 結

卓  球  部

茉海学生選手権大会 6月 24,25E]

女子シングルス 凄優勝

女了ダブ

'ラ

ス
優 勝 上段業 子々(経営8年)鰯麗 愛('矯報管Ⅲ〒P年)
準優誘 4年 ‐松閣寛子 (鯖報管理 2年 )

■部日本選手権大会 7月 22～ 24碧

女子シングルス
挙優勝 申理 堅着 3年 )

3位 々子 8■ )、 1

女子ダブルス
優 勝 中聴 8年 1

準優勝 3 2

L'正ンシング部 6濡 10亀 韓需 男子フルーレ 3位 安部芳嬌(経営 2年

本 ッケ ー 部 束海学
/■選手権大会 ア月23覇 優 勝

硬 式 庭 球 訴

lドメ′専票学生選手権大会 6月

'O～

〕8奪

雰子シングルス
優 勝 4年 )

拳優訪 女ほ 2

男子ダブルス
優 a秀 小島 4 2

孝優勝 lれチ11達と (経営 2年 大西l車妻(経常 二年)

宮端杯妓専新寄旗争奪
岐卓県クラブ飛抗大会

ワ月16霞 男子職然 準優勝

自転車競技部

金をゴ本実妾団西猛l本大会 7角 1 2FR

TP 準便誘
増国費仁 2年 )年

井関太―(どジネス企画 1年 )
2年 )、

TSFD 準優勝
驚原大直ぐ燒報管理ぞ年)、 曲翻律典('簿報賃理2年 )、
高間悠平ぐ嬌報管理秦年)

ケイリン 3位 .L:圏益 2

栃本崇選手権大会 6月 ]8霞
ポイントとノース 優 勝

増日智仁(法 3年

'

lkttTT 拳優勝

莱京書と国体予選会 6月 ?6霞 スプリント 優  勝 8

雑:奈

'1県

民大会(平器杯) 6月 1713日 蔭k総速度競走 優 勝 2年 )

大阪病民体育大会 6月 25需 ケイリン 優 勝 尾圏将智 (情報管理 1年 )

罷丼県選手権大会 7月 14～ 46日 スプじン` lklttTT 優 勝 ,

露崖1県国体選考会 7月 23需 1,く田三¬
~

倭 勝 高本健也 (どジ 企画 2
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彦

甥
纂
驀
簾
繕
賜

縁
舞
擬
騨
挙
鋤
鰹
難
機無
麟
綾
舞
嬢

Ｔ
７．

，
６
）
さ
ん
。
準
優
勝
ほ

大
森
後
和

（歯
学
部
、
Ｎ
違
Ｔ

稔

・
２
）
と
ん
、
三
位
は
爾
浮

英
雄

（経
営
学
都
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
絡
・

４
）
さ
ん
で
あ

っ
た
。

来
年
も
こ
の
時
期
姪
開
鍵
さ

れ
る
予
定
で
あ
り
、
多
く
の
ゴ

ル
フ
ブ
レ
イ
ヤ
ー
の
参
加
が
期

待
さ
れ
る
。

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い

社
会
保
険
庁
本
‥
ム
ペ
ユ
ジ

ダ
毒
寮
て
＜
重
‘ヶ
府鱗
，瞼
や
】望
）

知
万
簿
で
も
話
題
を
呼
ん
だ

「
Ａ
遇
つ

（自
動
体
外
式
除
級

動
驀
ド
の
操
作
体
験
を
行
っ

参
加
し
た
学
生

・教
職
員
は
、

み
な
真
匁
な
限
差
し

で
受
話
し

て

い
た
っ

れ生1舟狩kt法温え嶺 うゝとこ
あな尭声=破壌して

し`く。
体
育
会
並
び
■
学
友
会
主
宅

の
講
宥
会
上
し
て
、
一熟

！！―‐‐‐
，庄
予

防
柱
鳴
す
る
講
演
」
が
絆
午
粧

モ
，
，

坤
て
学
為
の
気
芸
騨
敷
で

行
わ
れ
、
銘
ク
ラ
ブ
Ｍ
名

の
学

生
が
み
れ
Ｌ
た
，

本
講
習
慧
、
学
校
事
故
■
暉

‐
チ
く、
好
〓
こ
の
聴
嬢

「熟
挙

芹
柱
に
よ
る
事
故
が
移
微
報
告

さ
れ
て
い
る
と
を
か
ら
、
通
動

中
、
藤
外
活
動
様
の
こ
の
危
険

笠
ｔ
つ
い
て
宜
４
一が
十
分
認
哉

分
持

つ
こ
Ｌ
を
用
鶏
れ
す
る
も

の
で
あ
る
．
本
学
舞
癌
嘉
娩

の
一
渡
辺
郁
雄
教
授
が
プ
ロ
ジ

ェ
ク

一
タ
ー
を
職
癌
う
、
体
育
系
ク
ラ

一
ゾ
等
狂
所
属
す
る
芽
■
控
対
し

一
か
か
り
や
す
く
、
発
生
要
因
と

一
対
処
法
を
示
し
た
。

一一　
，
き
続
き
周
本
給
笏
筵
お
い
て
、

一学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ｉ
盤

の

「故
命
欺
急
法
離
習
会
」
が
行

わ
れ
た
◆

本
講
智
は
、
い
つ
ど
こ
で
発

生
す
る
か
予
湖
で
き
な
い
災
害

に
備
え
て
、
学
生
生
活
矩
お
け

る
事
故
防
と
の
知
識
と
、
思
わ

ぬ
賞
騒
声
空
〕ｒ崩

っ
た
人
、

急
病
に
な

っ
た
人
生
せ
す
る
故

=:_11^i:
rerュ

_素 i'筆
場

薬奪′″犯罪を注意喚起するリーフレット

手
を
染
め
な
い
よ
エ
ァ
に
自
己
筋

衛
を
１
」
と
艇
し
、
本
学
６
号

館
大
講
義
室
蕉
お
い
て

一学
生

補
導
講
油
会
‐
を
痢
催
し
た
◆

謹
壁
凝
会
で
は
、
本
学
学
生
が

楽
物
、
銃
器
、
ス
ト
ー
カ
ー
、

悪
徳
瀬
法
等
の
客
種
犯
非
に
巻

き
込
ま
な
な
い
よ
う
た
Ｌ

「各

種
犯
罪
の
被
等
実
例
‐．
の
読
鳴

や

コ友
雪
燿
の
泡
こ
防
衛
の
た
め

の
意
識
高
揚
」
に
つ
な
が
る
講

話
が
な
さ
れ
、
学
生

。
孜
戦
景

約
二
３
０
名
の
受
講
者
憲
犯
罪

煙
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
と

熟
心
に
講
師
の
話
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。

一　
学
生
籍
付
鋳
例
親
度
は
、
所

一
得
の
無
い
又
は
所
得
の
低
ｒ
写

生
の
方
が
韓
講
し
て
承
認
を
受

け
れ
が
、
在
学
躯
間
中
の
保
険

十
掛
が
後
払
い
で
き
る
仕
組
み
で

争

〉

こ
の
特
例
を
受
け
ま
す
れ
、

学
生
納
付
特
例
期
間
＝‥
の
障
害

な
ど
と
い
っ
た
不
意
の
事
態
に

は
、
緯
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

焚
年
金
の
納
付
要
作
を
確
認
す

る
傘
に
、
保
険
朴
を
納
付
し
た

急
法

（応
急
手
芸
）
の
基
本
約

な
技
術
を
冒
得
す
る
こ
と
を
要

鶏
関
と
同
様
権
取
扱
わ
れ
ま
す

ま
た
、
と
の
特
例
を
受
け
た

期
麗
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
第
入
さ
れ
ま
す

た
だ
し
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
朗
周
の

保
険
器
を
爵
年
以
内
に
追
籍
す

れ
ば
、
そ
の
分
は
年
金
額
に
反

映
さ
れ
ま
す
゛

評
し
く
は
、
市
区
尊
村
の
国

的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

講
師
に
は
岐
卑
中
消
防
署
の

ガレ

朧

コ
‥

ス
転
で
開
催
さ
れ
た
っ

機
舗
の
真
只
中
、
天
候
が
心

配
さ
れ
た
が
、
当
鵞
は
読
日
ま

で
の
蘭
も
上
が
り
、
絶
好
の
ゴ

ル
フ
憲
森
と
な
っ
た
。

路
名
が
参
加
し
、
優
勝
は
１

組
口
で
用
っ
た
北
樹
雅
史

⌒競

職

・
課
外
活
動
支
援
課
、
Ｎ
Ｅ

民
年
金
担
茎
窓
薄
へ
お
用
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
ｃ

ま
た
、
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
控
も
諄
Ｌ
い
内
容
を
捲
致
し

着
真
を
籍
き
、
放
企
紋
急
に
関

す
る
講
演
、
実
際
に
ダ
ミ
ー
人

形
を
用
い
た

一人
工
呼
吸
法
や

心
腕
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
卜
の

説
明
を
受
け
る
と
Ｌ
も
に
、
本

年
度
新
た
な
試
み
Ｌ
し
て
、
愛

岐阜尊消防署員から心陸マッサージの説明を費ける

,こ ・・娑
°

◆

!思
:

々 :
醇
事
々

凛

苧

す

「第36回朝日祭」がF汗弓催されます。

皆様お誘い合わせのうえ

こ来場ください。

●期日/2006.18.27(金 )・ 28(■ )・ 29(日 )

●テーマ/愛
●催し(予定)/ライブヨンサート、模擬癌、

フリーマーケット、映画上映など

盛りだくさんのイベントを予定


